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本
組
合
の
本
部
会
館
は
、
昭
和

39
年
、
拠
点
を
神
戸
か
ら
東
京
へ

移
転
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
戦
後

の
建
築
界
を
牽
引
し
た
建
築
界
の

巨
匠
・
大
髙
正
人
氏
の
設
計
に
よ

り
建
設
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
43
年

経
過
し
た
平
成
19
年
に
、
老
朽
化

や
耐
震
問
題
、
周
辺
開
発
の
状
況

な
ど
を
踏
ま
え
、
本
部
会
館
に
関

す
る
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
本

部
会
館
の
建
替
え
や
移
転
、
大
規

模
改
修
な
ど
、
今
後
の
あ
ら
ゆ
る

方
向
性
つ
い
て
検
討
が
開
始
さ
れ

た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
28
年
に

国
立
近
現
代
建
築
資
料
館
に
お
い

て
「
社
会
と
建
築
を
結
ぶ
大
髙
正

人
の
仕
事
」
展
が
開
催
さ
れ
、
現

存
し
て
い
た
本
組
合
本
部
会
館
が

取
り
上
げ
ら
れ
、
建
築
業
界
の
注

目
を
大
い
に
集
め
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
こ
と
が
、
歴
史
的
に
も

貴
重
で
価
値
の
あ
る
本
部
会
館
を

継
続
利
用
す
る
判
断
の
き
っ
か
け

と
な
り
、
大
髙
事
務
所
出
身
で
、

歴
史
的
な
建
物
の
保
存
・
継
承
活

動
に
携
わ
っ
て
き
た
建
築
家
・
野

沢
正
光
氏
に
本
部
会
館
の
改
修
工

事
を
依
頼
し
た
。
耐
震
性
能
な
ど

の
調
査
が
十
分
に
行
わ
れ
た
後
、

基
本
設
計
、
実
施
設
計
を
策
定
。

第
83
回
定
期
全
国
大
会
で
改
修
計

画
と
予
算
が
承
認
さ
れ
、
令
和
５

年
１
月
10
日
に
改
修
工
事
を
開
始

し
た
。

　
約
２
年
に
わ
た
る
改
修
工
事
を

経
て
、
令
和
６
年
11
月
30
日
に
完

工
し
た
本
部
会
館
は
、
新
築
当
時

の
意い

匠し
ょ
う

を
最
大
限
に
保
存
・
修

復
し
つ
つ
も
、
室
内
の
温
熱
性
能

や
換
気
、
照
度
と
い
っ
た
オ
フ
ィ

ス
と
し
て
の
機
能
の
最
新
化
を
両

立
さ
せ
た
。

　
ま
た
、
本
部
会
館
に
隣
接
し
て

建
設
さ
れ
た
Ｊ
Ｓ
Ｓ
ビ
ル
の
１
階

に
あ
る
カ
フ
ェ
「
Ｒ
ｏ
ｐ
ｐ
ｏ
ｎ

ｇ
ｉ　
Ｃ
ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｅ
」（
株
式

会
社
マ
リ
コ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
経

営
）
か
ら
直
結
す
る
公
共
ス
ペ
ー

ス
で
あ
る
地
下
中
庭
「
サ
ン
ク
ン

ガ
ー
デ
ン
」
を
復
活
さ
せ
、
子
ど

も
た
ち
や
一
般
の
方
で
も
来
館
可

能
な
「
展
示
室
」
と
「
図
書
資
料

室
」
を
新
設
し
た
。

　
展
示
室
に
は
１
０
０
年
以
上
続

く
海
員
組
合
の
活
動
の
歴
史
や
本

部
会
館
建
物
の
紹
介
、〝
戦
没
し

た
船
と
海
員
の
資
料
館
〟
の
資
料

展
示
、
海
運
・
水
産
業
の
紹
介
な

ど
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
図
書
資
料
室
は
本
組
合
が
所
有

す
る
海
運
・
水
産
業
に
関
す
る
一

般
図
書
や
組
合
の
過
去
資
料
な
ど

を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
操
船
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

や
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
設
置
し
て
お

り
、
船
の
疑
似
乗
船
体
験
が
可
能

で
、
各
種
モ
デ
ル
シ
ッ
プ
も
展
示

さ
れ
る
な
ど
、
来
館
し
た
子
ど
も

た
ち
が
見
て
学
び
体
験
す
る
こ
と

で
、
船
員
の
後
継
者
の
確
保
・
育

成
を
図
る
ほ
か
、
一
般
の
方
に
海

運
・
水
産
業
や
船
員
社
会
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

2・3 面
4 面

竣工セレモニー・内覧会
フェリーあい体験航海〈大阪〉

１
０
０
年
以
上
続
け
て
き
た
海
上
労
働
運
動
の
新
た
な
礎
と
し
て
未
来
へ
紡
ぐ

１
０
０
年
以
上
続
け
て
き
た
海
上
労
働
運
動
の
新
た
な
礎
と
し
て
未
来
へ
紡
ぐ

　
12
月
10
日
、
東
京
・
六
本
木
の
海
員
組
合
本
部
会
館
の
地
下
大
会
議
室
に
お
い
て
、
改
修
工
事
竣
工
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
、
関
係
省
庁
、
海
運
・
水
産
業
界
の

関
係
者
約
２
０
０
人
が
出
席
し
、
改
修
工
事
の
完
成
を
祝
っ
た
。
竣
工
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
松
浦
満
晴
組
合
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
田
中
伸
一
組
合
長
代
行
か
ら

１
０
３
年
に
わ
た
る
海
員
組
合
の
活
動
の
歴
史
と
、
今
回
の
本
部
会
館
改
修
・
保
存
工
事
の
意
義
や
内
容
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　
続
い
て
、
ご
来
賓
の
方
々
か
ら
の
あ
い
さ
つ
、
そ
し
て
竣
工
を
記
念
し
た
バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
二
重
奏
も
披
露
さ
れ
た
。

竣工記念テープカット

改修工事竣工セレモニー改修工事竣工セレモニー
組合本部会館

新築当時の意匠を最大限に保存・修復した本部会館・外観

ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
来
賓
の
皆
さ
ま

国
土
交
通
省・宮
武
宜
史
海
事
局
長

連
合・芳
野
友
子
会
長

森
健
水
産
庁
長
官

厚
生
労
働
省・森
川
善
樹
政
策
統
括
官
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し
た
各
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
、

こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
日
ご
出
席
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
、
関
係
省
庁
な
ら
び

に
関
係
団
体
の
皆
さ
ま
に
も
、
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
皆
さ
ま
方
の
絶
大
な

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
支
え
ら

れ
、
本
工
事
が
無
事
に
完
了
で
き

ま
し
た
こ
と
を
、
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
本
部
会
館
改
修
工
事
竣
工
セ

レ
モ
ニ
ー
の
開
催
に
当
た
り
ま
し

て
、
主
催
者
と
し
て
一
言
ご
あ
い

さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
昨
年
１
月
よ
り
計
画

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
本
部
会

館
改
修
工
事
が
、
本
年
11
月
30
日

を
も
っ
て
、
無
事
に
竣
工
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
設
計
監
理
者
で
あ
る
、
有
限
会

社
野
沢
正
光
建
築
工
房
様
、
施
工

者
で
あ
る
株
式
会
社
竹
中
工
務
店

様
、
本
工
事
に
携
わ
っ
て
頂
き
ま

　
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
と
、

本
組
合
の
前
身
で
あ
る
日
本
海

員
組
合
の
発
足
か
ら
、
私
ど
も
は

１
０
３
年
間
、
労
働
運
動
を
通
じ

て
海
運
・
水
産
業
界
の
発
展
に
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
日
本
海
員
組
合
の
本
部
会
館
は

元
々
神
戸
に
あ
り
、
全
日
本
海
員

組
合
と
し
て
戦
後
に
発
足
後
、
活

動
の
中
心
を
神
戸
か
ら
東
京
に
移

す
に
あ
た
り
、
三
度
に
わ
た
る
全

国
大
会
で
の
激
論
の
末
、
つ
い
に

本
部
移
転
が
決
定
さ
れ
た
と
い
う

経
緯
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
と
て
も
大
き
な
決
断

で
あ
り
、
計
り
知
れ
な
い
苦
労
が

あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の

後
、
戦
後
の
建
築
界
を
牽
引
し
た

巨
匠
、
前
川
國
男
氏
の
弟
子
で
あ

ら
れ
た
建
築
家
・
大
髙
正
人
氏
に
、

１
９
６
１
年
に
設
計
を
依
頼
し
、

１
９
６
４
年
に
は
「
組
合
員
の
団

結
の
象
徴
」
と
し
て
、
こ
の
本
部

会
館
が
こ
こ
六
本
木
に
完
成
し
、

以
降
60
年
近
く
に
わ
た
り
、
組
合

活
動
に
よ
り
組
合
員
を
支
え
続
け

て
き
ま
し
た
。

　
本
部
会
館
の
建
物
に
つ
い
て

は
、
老
朽
化
に
よ
り
、
２
０
０
７

年
か
ら
今
後
の
在
り
方
を
検
討
す

る
委
員
会
が
発
足
し
、
当
初
は
建

て
替
え
る
方
向
で
議
論
が
進
ん
で

お
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
２
０
１
６
年

の
国
立
近
現
代
建
築
資
料
館
で
行

わ
れ
た
、
文
化
庁
主
催
の
大
髙
正

人
氏
の
展
示
や
、
翌
年
に
こ
こ
本

部
会
館
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
通
じ
て
、
今
回
の
改
修
工

事
の
設
計
者
と
な
り
ま
し
た
野
沢

正
光
先
生
を
は
じ
め
と
し
た
専
門

家
の
皆
様
と
の
出
会
い
が
あ
り
、

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
建
て
替
え

で
は
な
く
、
改
修
工
事
に
よ
り
、

こ
の
歴
史
的
建
物
を
保
存
と
す
る

判
断
を
致
し
ま
し
た
。

　
様
々
な
開
発
が
各
所
で
行
わ
れ

て
い
る
こ
こ
、
六
本
木
に
あ
っ
て
、

私
た
ち
は
、
極
め
て
難
し
い
判
断

を
致
し
ま
し
た
が
、
こ
の
完
成
し

た
建
物
を
見
て
、
そ
の
判
断
が
間

違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
確
信
を
致

し
ま
し
た
。

　
各
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力

に
よ
っ
て
、
こ
の
本
部
会
館
は
、

こ
れ
ま
で
１
０
０
年
以
上
続
け
て

き
た
海
上
労
働
運
動
の
新
た
な
礎

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
、
胸

を
張
っ
て
断
言
で
き
る
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
私
た
ち
海
運
・
水
産
業
界
を

取
り
巻
く
環
境
の
最
大
の
テ
ー
マ

は
、
船
員
の
後
継
者
確
保
・
育
成

で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
産
業

と
の
人
材
確
保
競
争
が
激
化
し
て

い
く
中
、
海
上
で
の
船
の
仕
事
を

知
っ
て
も
ら
い
、
船
員
の
担
い
手

を
増
や
し
、
後
世
に
伝
え
・
残
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
こ
れ
は
、
官
民
労
使
一
体
と
な

っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
下
、
今
回
の

改
修
工
事
で
は
、
建
物
と
し
て
の

耐
震
性
や
快
適
性
な
ど
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
業
界
の
裾
野
を
広
げ

る
べ
く
、
新
た
に
、
地
域
に
開
け

た
機
能
を
設
け
る
こ
と
と
致
し
ま

し
て
、
一
般
の
皆
さ
ま
や
子
供
た

ち
も
利
用
可
能
な
、
本
組
合
の
活

動
の
歴
史
や
海
運
水
産
業
を
紹
介

す
る
「
展
示
室
」
を
設
置
し
、
海

事
関
係
図
書
や
貴
重
な
資
料
を
保

存
し
閲
覧
出
来
る「
図
書
資
料
室
」

を
設
置
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
こ
地
下
大
会
議
室
も
、

今
後
、
皆
さ
ま
に
講
演
会
や
音
楽

会
な
ど
に
幅
広
く
ご
利
用
を
頂
け

れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
本
部
会
館
に
一
般
の

皆
さ
ま
に
も
お
越
し
頂
く
こ
と

で
、
海
運
水
産
業
へ
の
理
解
が
深

ま
り
、
船
員
職
業
を
夢
見
る
子
供

た
ち
が
増
え
、
船
員
の
後
継
者
確

保
・
育
成
策
の
一
助
に
な
れ
ば
幸

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
達
の
こ
の
想
い
と
活
動
を
、

今
後
50
年
、
１
０
０
年
と
未
来
へ

紡
ぐ
新
た
な
拠
点
と
し
て
、
こ
の

本
部
会
館
は
、
本
日
、
皆
さ
ま
と

共
に
無
事
門
出
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
来
週
に
は
本
部
機

能
を
移
転
し
、
こ
の
建
物
で
の
活

動
を
再
開
致
し
ま
す
。

　
現
状
の
あ
り
姿
を
残
し
つ
つ
、

大
改
修
を
行
う
と
い
っ
た
、
大
変

難
易
度
の
高
い
要
望
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
野
沢
正
光
先
生
の

設
計
の
想
い
を
受
け
継
い
で
頂
い

た
野
沢
正
光
建
築
工
房
の
皆
さ

ま
、
そ
の
想
い
を
形
に
し
て
く
だ

さ
っ
た
竹
中
工
務
店
の
皆
様
、
本

工
事
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
全
て

セレモニーのようす

　
改
修
工
事
竣
工
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
12
月
10
日
11
時
か
ら
始
ま
り
、
は
じ
め
に
松
浦
満
晴
組
合
長
、
田
中
伸
一
組
合
長
代
行
、
鈴
木
順
三

組
合
長
代
行
と
、
来
賓
を
含
め
た
９
名
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
て
開
幕
し
た
。

　
続
い
て
、
主
催
者
を
代
表
し
て
松
浦
満
晴
組
合
長
か
ら
開
会
の
辞
を
述
べ
た
後
、
本
改
修
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
動
画
を
上
映
し
、

田
中
伸
一
組
合
長
代
行
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
緯
や
改
修
内
容
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　
次
に
、
来
賓
祝
辞
と
し
て
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
の
芳
野
友
子
会
長
、
国
土
交
通
省
の
宮
武
宜
史
海
事
局
長
、
水
産
庁
の
森
健
長

官
、厚
生
労
働
省
の
森
川
善
樹
政
策
統
括
官
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
本
セ
レ
モ
ニ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
祝
電
を
披
露
し
た
。

　
続
い
て
竣
工
記
念
演
奏
と
し
て
、
昭
和
39
年
に
本
部
会
館
を
設
計
し
た
建
築
家
・
大
髙
正
人
氏
の
ご
息
女
で
あ
る
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の

山
田
実
紀
子
さ
ん
と
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
東
郷
ま
ど
か
さ
ん
に
よ
る
二
重
奏
が
披
露
さ
れ
、
竣
工
セ
レ
モ
ニ
ー
に
華
を
添
え
た
。

最
後
に
、
鈴
木
順
三
組
合
長
代
行
か
ら
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
、
本
部
会
館
改
修
工
事
竣
工
セ
レ
モ
ニ
ー
は
終
了
し
た
。

松
浦
満
晴
組
合
長 

あ
い
さ
つ

改
修
工
事
竣
工
セ
レ
モ
ニ
ー（
概
要
）

改
修
工
事
竣
工
セ
レ
モ
ニ
ー（
概
要
）

改修工事に至る経緯などを説明する田中伸一組合長代行

の
皆
様
の
情
熱
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

に
、
改
め
て
敬
意
と
感
謝
の
意
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
日
お
越
し
頂
い
た

関
係
団
体
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
、
本
組
合
に

対
し
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、
海
運
・
水
産
業
界
の
ま
す

ま
す
の
発
展
と
、
皆
様
の
ご
健
勝

を
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日

は
ご
出
席
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
田
中
伸
一
組
合
長
代
行
か
ら
「
近
代
国
家
日
本
を
支
え
た
船
員
社
会

は
神
戸
を
中
心
に
育
ま
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
30
年
以
降
、
国
の
施
策
が

東
京
に
移
る
中
で
、
東
京
に
本
部
を
移
転
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
昭
和

39
年
に
組
合
員
の
団
結
の
象
徴
で
あ
る
海
員
組
合
の
本
部
会
館
が
六
本

木
に
竣
工
し
、
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
」
と
設
立
当
時
の
状

況
な
ど
を
説
明
し
た
。

　
近
年
に
お
い
て
は
建
物
の
老
朽
化
が
顕
在
化
し
、
労
働
運
動
の
拠
点

と
し
て
の
在
り
方
を
検
討
し
て
き
た
結
果
、
建
て
替
え
を
選
択
せ
ず
、

改
修
・
保
存
す
る
こ
と
で
、
産
業
別
労
働
組
合
の
拠
点
と
し
て
再
生
す

る
に
至
っ
た
経
緯
を
説
明
し
た
。

改
修
工
事
に
至
る
経
緯
・
改
修
内
容
を
説
明
（
概
要
）

二
重
奏
で
本
部
会
館
の
船
出
を
祝
う

バイオリン
山田実紀子さん
　海員組合本部会館の1964 年当初の
設計者である建築家・大髙正人氏のご
息女。メニューインアカデミーでメニ
ューイン氏に師事。現在はフェリス音
楽教室講師・マルールロア団員

ピアノ
東郷まどかさん
　ハンガリー政府給費留学生として
ブタペストのリスト音楽院に留学、
その後ミュンヘン音楽大学で学ぶ。
1980 年、81年の第 49 回、50 回日本
音楽コンクール入選。現在は昭和音
楽大学、同付属音楽教室講師 バイオリンとピアノの二重奏でセレモニーに華を添えた
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船員職業を
夢見る子供たちを増やし、
船員の後継者確保・育成策の

一助としたい

竣
工
内
覧
会

　
竣
工
セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
と
翌

12
月
11
日
に
は
内
覧
会
を
開
催

し
、
来
館
し
た
海
運
・
水
産
業
界

関
係
者
を
組
合
ス
タ
ッ
フ
が
案
内

し
、
執
務
エ
リ
ア
を
は
じ
め
、
屋

上
や
会
議
室
、
サ
ン
ク
ン
ガ
ー
デ

ン
、
展
示
室
、
図
書
資
料
室
な
ど

を
自
由
に
巡
っ
た
。
内
覧
会
参
加

者
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
説
明
を
受
け

な
が
ら
、
図
書
資
料
室
で
操
船
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
や
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル

な
ど
も
体
験
し
た
。

　
ま
た
、
内
覧
会
中
に
は
、
本
部

会
館
の
改
修
工
事
の
設
計
・
監
理

を
担
当
し
た
有
限
会
社
野
沢
正
光

建
築
工
房
の
石
黒
健
太
代
表
取
締

役
社
長
と
白
岩
透
氏
が
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
を
使
用
し
て
改
修
工
事

の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
な
解

説
を
行
っ
た
。

わ
っ
た
関
係
者
の
方
々
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
お
話
し
を
い
た
だ
き
、
改
修

工
事
の
竣
工
を
共
に
祝
っ
た
。

建
築
業
界
関
係
者
向
け
見
学
会

　
12
月
７
、８
日
の
二
日
間
、
建

築
業
界
関
係
者
向
け
の
見
学
会
が

開
催
さ
れ
、
初
日
の
７
日
は
、
ス

タ
ッ
フ
の
誘
導
で
館
内
を
見
学

し
、
13
時
か
ら
は
改
修
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
説
明
会
が
行

わ
れ
、
冒
頭
、
田
中
伸
一
組
合
長

代
行
が
本
組
合
を
代
表
し
て
あ
い

さ
つ
し
た
後
、
有
限
会
社
野
沢
正

光
建
築
工
房
の
石
黒
健
太
代
表
取

締
役
社
長
と
白
岩
透
氏
か
ら
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
解
説
が
な

さ
れ
た
。
そ
の
後
夕
刻
よ
り
、
バ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
山
田
実
紀
子
さ

ん
と
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
東
郷
ま
ど

か
さ
ん
に
よ
る
竣
工
記
念
演
奏
会

が
開
催
さ
れ
、多
く
の
来
館
者
が
、

音
響
空
間
と
し
て
も
こ
だ
わ
っ
て

改
修
さ
れ
た
地
下
大
会
議
室
に
響

く
そ
の
音
色
に
聴
き
入
っ
た
。

　
17
時
30
分
か
ら
は
竣
工
記
念
の

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
、
田
中

伸
一
組
合
長
代
行
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
本
部
会
館
改
修
工
事
に
携

屋上

執務室

本組合の活動の歴史や海運・水産業を紹介する「展示室」本組合の活動の歴史や海運・水産業を紹介する「展示室」
貴重な資料を保存し閲覧できる「図書資料室」を設置貴重な資料を保存し閲覧できる「図書資料室」を設置

５階ラウンジ

建築業界向け見学会

サンクンガーデン

図書資料室でのＶＲ体験

操船シミュレーターにチャレンジする芳野友子連合会長

竣　工

内覧会
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２
０
２
４
年
12
月
15
日

�

中
央
選
挙
委
員
会　
議
長　
　
齋
藤　
　
洋

第
40
期
全
国
委
員
の
資
格
喪
失
告
示

　
一
、
次
の
者
は
、
規
約
第
47
条
Ａ
項
８
号
に
よ
り
、
全
国
委

員
資
格
を
喪
失
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　
《
企
業
区
・
企
業
単
位
》

　
０
２
７　
日
本
郵
船�

山
森　
大
幹

第
40
期
全
国
委
員
・
補
充
選
挙
の
告
示

　
規
約
第
45
条
お
よ
び
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
に
基
づ
き
、

第
40
期
全
国
委
員
補
充
選
挙
の
実
施
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

　
一
、
補
充
選
挙
を
行
う
選
挙
単
位
と
補
充
定
員

　
《
選
挙
単
位
コ
ー
ド
・
単
位
名
》

　
地
方
単
位　
０
４　
　
関
西�

１
名

　
企
業
単
位　
０
２
７　
日
本
郵
船�

１
名

　
二
、
補
充
選
挙
の
実
施
日
程

　
立
候
補
届
出
期
間　
　
　
２
０
２
４
年
12
月
15
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
４
年
12
月
24
日
ま
で

　
候
補
者
告
示　
　
　
　
　
２
０
２
５
年
１
月
５
日

　
投
票
期
間　
　
　
　
　
　
２
０
２
５
年
１
月
５
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
５
年
１
月
14
日
ま
で

　
当
選
人
告
示　
　
　
　
　
２
０
２
５
年
１
月
15
日
（
予
定
）

　
三
、
補
充
選
挙
の
被
選
挙
人

　
（
１
）
地
方
区

　
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ａ
項
に
よ
り
、
補
充
選
挙
告
示

日
に
当
該
地
方
単
位
の
支
部
機
関
に
配
属
さ
れ
て
お
り
、
選
挙

資
格
を
有
す
る
執
行
部
員
と
す
る
。

　
（
２
）
企
業
区

　
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ｂ
項
に
よ
り
、
補
充
選
挙
告
示

日
に
補
充
選
挙
を
行
う
企
業
単
位
に
所
属
す
る
完
全
資
格
組
合

員
と
す
る
。

　
四
、
立
候
補
の
届
け
出

　
立
候
補
を
す
る
者
は
、
全
国
委
員
選
挙
規
則
付
表
の
一
に
定

め
る
様
式
に
基
づ
く
立
候
補
届
を
担
当
地
区
選
挙
委
員
会
へ
提

出
す
る
こ
と
。

　
五
、
補
充
選
挙
の
実
施
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

�

中
央
選
挙
委
員
会
事
務
局
（
総
務
部
）

�

以　
上

体
験
航
海
・
開
会
式

　
開
会
式
で
は
、
田
中
伸
一
組
合

長
代
行
か
ら
「
今
日
は
、
普
段
入

る
こ
と
が
で
き
な
い
機
関
室
や
操

舵
室
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
日一日
、
船
員
に
な
っ
た
つ
も
り

で
、
体
験
し
て
ほ
し
い
」
と
の
主

催
者
代
表
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
三

た
。
そ
の
後
、
児
童
は
３
班
に
分

か
れ
、
南
海
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社

の
「
フ
ェ
リ
ー
あ
い
」
に
乗
船

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
体

験
し
た
。

い
ざ
出
港
！

　
「
フ
ェ
リ
ー
あ
い
」
の
出
港
時
に

は
、
代
表
児
童
が
制
服
を
身
に
ま

と
い
、
子
ど
も
船
長
と
し
て
出
港

の
号
令
や
出
港
後
の
操
舵
指
示
を

出
す
な
ど
船
長
の
手
伝
い
を
行
っ

た
ほ
か
、
展
望
デ
ッ
キ
か
ら
紙
テ

ー
プ
が
投
げ
ら
れ
、
見
送
ら
れ
な

が
ら
出
港
し
た
。

　
操
舵
室
見
学
で
は
、
児
童
は
乗

組
員
か
ら
レ
ー
ダ
ー
や
船
内
指
令

装
置
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
ほ

か
、
双
眼
鏡
を
手
に
取
り
、
遠
く

の
船
や
景
色
を
眺
め
た
。

　
機
関
室
・
車
両
甲
板
見
学
で

は
、
広
い
車
両
甲
板
や
実
際
に
運

転
中
の
エ
ン
ジ
ン
を
見
学
。
初
め

て
船
の
エ
ン
ジ
ン
を
見
た
児
童
か

ら
「
す
ご
く
大
き
く
て
ビ
ッ
ク
リ

し
た
」な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

　
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
体
験
で
は
、
船

の
作
業
で
基
本
と
な
る
「
巻
き
結

び
」「
本
結
び
」「
も
や
い
結
び
」

を
教
わ
り
、
児
童
は
上
手
に
結
べ

る
よ
う
真
剣
に
取
り
組
み
、
最
後

は
全
員
が
結
び
方
を
マ
ス
タ
ー
す

る
な
ど
、
楽
し
く
学
ん
だ
。

　
操
舵
室
見
学
、
機
関
室
・
車
両

甲
板
見
学
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
体
験
、

３
つ
の
体
験
学
習
を
終
え
た
後
は
、

小
林
泰
之
大
阪
支
部
長
か
ら
「
フ

和
歌
山
支
局
に
場
所
を
移
し
、
そ

の
一
室
を
お
借
り
し
て
班
対
抗
の

ク
イ
ズ
大
会
が
行
わ
れ
た
。
海
や

船
に
関
す
る
問
題
が
出
さ
れ
、
児

童
は
班
の
仲
間
と
真
剣
に
考
え
、

ク
イ
ズ
に
正
解
す
る
と
、
満
面
の

笑
み
を
見
せ
た
。
ま
た
ク
イ
ズ
で

は
全
班
が
全
問
正
解
し
た
た
め
、

最
後
は
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
順
位
を
決

め
る
な
ど
、
ク
イ
ズ
大
会
は
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
昼
食
休
憩
の
後
、
閉
会
式
で
は
、

浦
真
一
近
畿
運
輸
局
海
事
振
興
部

次
長
、
小
林
敏
二
南
海
フ
ェ
リ
ー

株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
か
ら

来
賓
の
あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
続
い
て
、
児
童
代
表
の
古
谷
麦

さ
ん
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
児

童
代
表
に
平
岡
英
彦
中
央
執
行
委

員
か
ら
記
念
の
帽
子
が
贈
呈
さ
れ

ェ
リ
ー
あ
い
」
の
清
水
良
洋
船
長

が
紹
介
さ
れ
、
清
水
船
長
が
あ
い

さ
つ
し
、
そ
の
後
の
入
港
準
備
で

は
、
出
港
時
と
は
違
う
児
童
代
表

が
子
ど
も
船
長
と
し
て
、
操
舵
室

で
船
長
業
務
を
手
伝
っ
た
。

下
船
・
近
畿
運
輸
局 

和
歌
山
支
局
へ
移
動

　
下
船
後
、
出
港
す
る
「
フ
ェ
リ

ー
あ
い
」
を
見
送
っ
た
後
は
、
本

体
験
乗
船
の
開
催
に
多
大
な
る
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
近
畿
運
輸
局

浦
隆
幸
関
西
地
方
支
部
長
か
ら

「
今
回
の
体
験
乗
船
を
通
じ
て
、

み
な
さ
ん
が
中
学
生
に
な
り
進
路

を
決
め
る
際
、
船
員
職
業
を
一
つ

の
選
択
肢
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
、

児
童
代
表
の
湯
川
太
喜
さ
ん
と
白

浜
町
立
白
浜
第
二
小
学
校
の
山
田

理
恵
校
長
先
生
か
ら
は
、
お
礼
の

言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。
最
後
に
児

童
全
員
に
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、

体
験
航
海
は
無
事
に
終
了
し
た
。

　
12
月
３
日
、
和
歌
山
県
和
歌
山
市
に
お
い
て
、
本
組
合
主
催
の
「
船
員
へ
の
第
一
歩
！
フ
ェ
リ

ー
あ
い
体
験
航
海
」
を
開
催
し
、
和
歌
山
県
白
浜
町
の
白
浜
町
立
第
一
小
学
校
の
６
年
生
32
人
と

白
浜
町
立
白
浜
第
二
小
学
校
の
６
年
生
２
人
が
参
加
し
た
。

　
こ
の
体
験
乗
船
は
、
体
験
学
習
を
通
じ
て
海
や
船
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
本
組
合
の
大
阪

支
部
が
企
画
し
、
後
援
と
し
て
、
白
浜
町
教
育
委
員
会
、
近
畿
運
輸
局
、
近
畿
海
事
広
報
協
会
、

近
畿
旅
客
船
協
会
、
そ
し
て
、
南
海
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
の
全
面
協
力
の
も
と
、
関
西
地
方
支
部

管
内
執
行
部
と
職
場
委
員
が
中
心
ス
タ
ッ
フ
と
な
り
実
施
し
た
。

船員への第一歩！船員への第一歩！

フェリーあい体験航海フェリーあい体験航海
白
浜
町
立
第
一
小
学
校
、
第
二
小
学
校
の
６
年
生
が
体
験
乗
船

白
浜
町
立
第
一
小
学
校
、
第
二
小
学
校
の
６
年
生
が
体
験
乗
船

田中伸一組合長代行

浦隆幸関西地方支部長

小林敏二代表取締役社長
（南海フェリー株式会社）

清水良洋船長

子ども船長

「フェリーあい」と一緒に記念撮影

操舵室見学

ロープワーク

南海フェリー株式会社

清水良洋船長（右から三番目）、杉本康弘機関長（右から四番目）
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